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１ 題材名 比例の利用 

 

２ 題材について 

（１）題材観 

中学校では，各学年で関数について学習する。第

１学年では，２つの数量関係を表，式やグラフに表

し，比例や反比例の関係をとらえる。小学校６年生

でも比例や反比例の関係について学習するが，負の

数への拡張については中学校で初めて学習するので

丁寧に扱う必要がある。 

関数を学ぶことは，事象の変化の様子を考察した

り理解したりするための手段として活用できる。第

１学年で学習する比例は変化の様子が一定で，グラ

フが必ず原点を通る直線であることが特徴的である。

また，関係性を見つけやすく，理解しやすいところ

がある。関数の理解や学習を通して培われる関数的

な見方や考え方は， 

規則性を用いて課題解決する学習に繋がる部分も

あり，より数学的な考え方を深めることができる。 

比例の学習内容は，身近で具体的な事象の中から２

つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べる

ことを通して，関数関係を見いだし，表現・考察す

る能力を伸ばすものである。座標軸を用いて平面上

の点が２つの数の組（座標）で表されること，逆に

座標が与えられると，平面上の点がただ１つに決ま

ることを学ぶ。そこから，座標とする点を細かくと

っていくと対応する点の全体が直線となり，比例の

グラフの特徴を掴んでいく。 

日常的な場面で，比例の関係とみなすことのでき

る事象は数多く存在し，事象を数学的に捉え，考察

する機会を設定することができる。しかし，数学的

に捉えようとする意識がなければ気付かないケース

もある。日常の中に潜む数学に着目させるとともに，

事象を数学的に捉える力を養っていくことが深い学

びにも繋がると考える。 

本時では，関数を利用することのよさを考える授

業を展開する。今年開催された競泳の世界大会を取

り上げ，比例を用いて先の予測ができることを身に

付けさせたい。50m のタイムからゴールのタイムを

予測させる。一定の速さで泳いでいると捉えること

で，そこから比例の関係を導き，ゴールのタイムを

予測することができる。さらに，座標やグラフをか

くことで視覚的に比較・検討しやすいことを実感さ

せる。実際には一定の速さではないが，比例の関係

と捉えて考えることが予測する際にはとても有効で

あることを理解させたい。さらに，表やグラフをか

くだけでなく，そこから読み取れる情報を元に自分

の考えをまとめさせる。表やグラフを活用する機会

を設けることで，学習した内容の一層の深化に繋げ

たい。 

（２）大会主題との関連 

大会主題である「数学的活動を通して未来を拓く

算数・数学教育」を受け，来年開催されるオリンピ

ック，パラリンピックに向けて盛り上がりを見せる

競泳を題材とする。スポーツの中にある数学的内容

を取り上げることで，様々なシーンで数学的に捉え

られる事象があることを実感させたい。具体的な事

象を予測する際，数学を活用していると自覚してい

る場面は少ない。しかし，日常の中で数学が活用で

きることを知り，さらに，新学習指導要領にある「主

体的・対話的」な学習に関しては，段階を踏んだ授

業展開を行うことで主体的な取組を促し，周囲の席

の人との話し合い活動を通して，自分の考えを自分

の言葉で伝えられるようにしたい。本時での「深い

学び」とは，関数を利用することのよさを考えられ

ることである。表，式やグラフに表すだけの学びで

はなく，それぞれのよさに気付き，数量関係を比例

と捉えることで事象の予測ができること，表やグラ

フを活用して自分の考えを導けることを実感させる

ことで深い学びに繋がると考える。関数を利用する

ことのよさを学び，数学の授業以外の場面で活用で

きるようになることで，未来を拓く算数・数学教育

に繋げたいと考える。



３ 指導及び評価の計画 

（１）指導計画（17時間扱い） 

・変数と関数の意味    ３時間 

  ・比例の式        ２時間 

  ・座標          １時間 

  ・比例のグラフ      ３時間 

  ・反比例の式       ２時間 

  ・反比例のグラフ     ２時間 

  ・比例，反比例の利用   ２時間（本時１／２） 

  ・４章のまとめ      ２時間 

（２）評価計画 

 
数学への 

関心・意欲・態度 

数学的な 

見方や考え方 
数学的な技能 

数量・図形などに 

ついての知識・理解 

評価 

規準 

ともなって変わる２

つの数量や比例の関

係を進んで見つけよ

うとしている。 

具体的な事象の中か

ら関数を利用するこ

とのよさを見いだす

ことができる。 

比例の関係を式，表，

グラフ等で表すこと

ができる。 

ともなって変わる２

つの数量を理解し，比

例の特徴を理解して

いる。 

 

４ 本時の指導 

（１）ねらい 

  ・具体的な事象の中から，比例の関係を見つけることができる。        （知識・理解） 

・変化の様子を表，式，グラフを用いて考えることができる。  （数学的な見方や考え方） 

（２）展開 

過程 

【分】 
学習活動と内容 支援（◎） 留意点（●） 評価（◇） 

導入 

【５】 

◯関数の復習をする。 

・ともなって変わる２つの変数χ，ｙがある。 

・χの値を決めると，ｙの値がただ１つに決まる。 

・関数の関係を調べるとき，表，式やグラフを用

いる。 

●比例，反比例だけが関数ではないことに注意

させる。 

展開 

【７】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習課題を把握する。 

 

 

◯競泳（クロール）について考える。 

・競泳選手のペース配分は３種類に分かれている 

ことを知る。 

 ①ペース一定型 

 ②先行型 

 ③追い上げ型 

・泳ぐ距離が長いほど，ペース配分がレースに与 

える影響が大きくなることを知る。 

 

◯今年の世界選手権決勝の動画を見る。 

・50mの通過タイムはおよそ26秒。 

 

 

 

●ペース配分（50mごとの泳ぐのにかかる時

間）について説明する。 

●３種類のペース配分の型について説明する。 

・ペース一定型 

 …最初から最後まで同じペース配分で泳ぐ。 

・先行型 

 …序盤を終盤より速いペース配分で泳ぐ。 

・追い上げ型 

 …序盤より終盤に速いペース配分で泳ぐ。 

●①のペース一定型で考えていくことを共通

理解させる。 

＜学習課題＞  関数を利用することのよさを考えよう。 



 

 

 

 

【15】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【10】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ゴールまでのタイムを表，式，グラフに表し，

ゴールのタイムを予測する。 

＜予想される生徒の答え＞ 

・表 

χ  ０ 50  100  150  200  250  300  350  400 

ｙ  ０ 26   52   78  104  130  156  182  208 

 

・式 

ｙ＝  χを求め，χに400を代入する。 

 

・グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ゴールの予測タイムはおよそ３分28秒になる。 

 

 

 

◯ゴール前からの動画を見て，タイムを確認す

る。 

・ゴールのタイム…およそ３分42秒 
 

 

 

 
 

◯50m，400m以外の50mごとのタイムを確認して

表にかく。 

 

 

 

◯優勝した選手のペース配分の型は①～③のど

れに当てはまるのか，自分の考えをまとめる。 

●大型テレビで最初の50mの様子を見せる。 

●50mの通過タイムが出たところで映像を止

める。 
 

 

 

 

●距離をχm，時間をｙ秒としてグラフをかか

せる。 

●時間をχにしても考えることはできるが，今

回は距離が基準になるので，距離をχにした

方が変化を捉えやすいことを確認する。 

◎時間をχにすることが多いので気をつけさ

せる。 

◎１分は60秒であることを確認する。 

◎座標のとり方を確認する。 

●生徒により，ゴールのタイムに多少の違いが

でるかもしれないが，予測なのでかまわない

ことを伝える。 

◇具体的な事象の中から，比例の関係を見つけ

ることができたか。（知識・理解） 

 
 
 
 
 
 

 

 

●距離と時間が比例の関係であることを確認

する。 

●比例定数は１mを泳ぐのにかかる時間（秒）

を表していることを押さえる。 

 

●大型テレビでゴールの様子を見せる。 

●比例の考えを用いることでゴールのタイム

を予測できたことを伝える。 
 

 

 
 

●50mごとのタイムを黒板に掲示する。 

 

 

 

 

●理由をはっきりさせる。 

 

13

25
 

＜学習問題②＞ 優勝選手のペース配分の型は①～③のどれにあてはまるのか説明しなさい。 

＜学習問題①＞ 400m 自由形レースで１位の選手がゴールするタイムを求めなさい。

＜学習問題①＞ 400m 自由形レースで１位の選手がゴールするタイムを求めな

さい。 

 



・比例と捉えることで事象の予測ができる。 

・表を用いることでより細かい分析ができる。 

・グラフを用いることで変化の様子が一目でわかる。 

まとめ ｙ＝  χ 比例定数は１mを泳ぐのに 

      かかる時間を表している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５】 

＜予想される生徒の答え＞ 

・ペース一定型 

（理由） 

・前半の200mと後半の200mを同じペースで 

泳いでいるから。 

・ほぼ一定のペースで泳いでいるから。 

・すべての点の近くを通る直線がひけるので，

比例と考えることができるから。 

 

・追い上げ型 

（理由） 

・終盤にペースアップしているから。 

 

◯隣の席の人と互いの考えを説明する。 

 

◯話し合った考えを全体の場で発表する。 

◎表にかかれたタイムから50mごとのペース

を求めて考えさせる。 

χ ０ 50  100  150  200  250  300  350  400 

タイム ０ 26   54   82  111  140  168  196  222 

     26  28   28   29   29   28   28    26 

◎グラフの様子から考えさせる。 

◇変化の様子を表，式，グラフを用いて考える

ことができたか。（数学的な見方や考え方） 

まとめ 

【８】 

◯関数を利用することのよさをまとめる。 

・比例の関係と捉えて考えることでゴールするタ

イムの予測ができた。 

・表を用いたことで，50mごとのペースなど細か

い分析ができた。 

・グラフを用いたことで，変化の様子を一目で捉

えることができた。 

 

◯本時の中でわかったこと，感想をまとめる。 

 

◎数量関係を表，式，グラフに示す視点からそ

れぞれのよさをまとめるよう助言する。 

 

●事象の中から，数量関係を見いだし，数学的

な考察ができるところに関数の考え方のよ

さがあることを捉えさせる。 

（３）板書計画 

                 
 
関数の復習 

・ともなって変わる２つの数量がある。 

・χの値を決めると，ｙの値がただ１つに決まる， 

・関数の関係を調べるとき，表，式やグラフを用いる。 

 

 

 
 

 

 

 

χ ０ 50  100  150  200  250  300  350  400 
ｙ ０ 26   52   78  104  130  156  182  208 
 

 

  

ゴールの予測タイム…およそ３分28秒 

実際のゴールのタイム…およそ３分42秒 

 

 

関数を利用することのよさを考えよう。 
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χ  ０ 50  100  150  200  250  300  350  400 

ｙ  ０ 26   54   82   111  140   168  196  222 

〇ペース一定型 

・前半の200mと後半の200mを同じペースで泳

いでいるから。 

・ほぼ一定のペースで泳いでいるから。 

・すべての点の近くを通る直線がひけるので，

比例と考えることができるから。 

〇追い上げ型 

・終盤にペースアップしているから。 

 

400m自由形レースで１位の選手が 

ゴールするタイムを求めなさい。 

①ペース一定型…常に同じペース配分で泳ぐ 

②先行型…序盤を終盤より速いペースで泳ぐ 

③追い上げ型…序盤より終盤に速いペースで泳ぐ 

優勝選手のペース配分の型は①～③の 

どれにあてはまるのか説明しなさい。 


